
令和５年度 第1号

板橋区立舟渡小学校

校長 桝田 佳江

令和５年４月２４日

第１回 板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）
委員会 ご報告

令和５年度 第１回コミュニティ・スクール委員会を開催し
ましたので、以下のとおりご報告いたします。
今年度よりｉＣＳ委員に加え、適宜オブザーバーをお招きし
て開催をしていきます。また、今年度最初の開催ということで、
教員も参加をさせていただき、低・中・高学年ブロックに分か
れて熟議を行いました。

開催日時：令和５年４月１８日（火）
１５：００～１６：３０

場 所 ：舟渡小学校 図書室

次 第 ： 司会 山崎 洋子 様

（１）令和５年度 ｉＣＳ委員長選出
（２）校長あいさつ

・ｉＣＳ委員ご紹介、オブザーバーご紹介
・地域教育力推進課

笹澤沙季様、髙橋帆花様ご紹介
・教員自己紹介

（３）ｉＣＳ委員長あいさつ
（４）令和５年度 学校経営方針について
（５）今年度のｉＣＳについて
（６）熟議『質の高い“働き方改革”に向けて

～教員の困りごと、要望の共有とｉＣＳで
できることの検討～』

（７）熟議報告（低・中・高学年ブロックより）
（８）委員の皆様より

熟議『質の高い“働き方改革”に向けて』より

令和５年度 ｉＣＳ委員の皆様です！

よろしくお願いいたします。（◎委員長）

◎山崎英司 様（ｉＣＳ委員長）
植草正勝 様（舟渡町会会長）
森 剛 様（青少年健全育成地区委員長）
山崎洋子 様（地域コーディネーター）
植草真理子様（学校支援ボランティア）
宇津木忠 様（ケアポート板橋施設長）
太田幸一 様（舟渡小学校あいキッズ責任者）
栗原由紀江様（（株）オーパプラス プロデューサー）
髙橋慶太 様（前ＰＴＡ会長）
塚本原野 様（ＰＴＡ会長）
関 一彦 様（志村第五中学校校長）
土江ちよ 様（志村橋保育園園長）
神木啓之 様（舟渡地域センター所長）

安藤𠮷高 様（元校長、地域コーディネーター）
本間信治 様（元校長）
江藤睦実 様（地域コーディネーター）
山下真由美様（はぁもにい保育園園長）
上田雅一 様（元ＰＴＡ会長）
峯岸伸治 様（元ＰＴＡ会長）

次回（第２回）
開催日程は

６月２７日（火）
13:30～15:00

次回の予定

次回の開催は、右記の
とおり予定をしています。
第２回は、５・６年生
で組織されている委員会
活動の時間に開催をし、
子どもたちと一緒に舟渡小を
更によくするための熟議を行い
ます。ご興味・ご関心のある方は、事前に本校副校長まで
ご連絡ください。

舟渡小学校職員室連絡先 ０３－３９６９－８４０５

《熟議の中で出された意見より》
・登下校は、学校、あいキッズ、地域（町会）と連携していく。
・水泳、キャリア教育など、様々な分野でボランティアが入っ
てくださることがありがたい。⇒更に広く募集をかけていく
ために、今後はGoogle フォームなど、アンケートツールを有
効活用してはどうか。
・教員は感情労働である。教員と子どもが“人としてつなが
る”ために、心の余裕をもつことが大事である。
・子どもたちの“自発的な学び”のために、これからもｉＣＳ
にお願いしたいことがある。⇒子どもたちの願いを具体的に
ｉＣＳや学校支援地域本部に伝えていく。
・教材研究にもっと時間を費やしたい。⇒仕事の優先順位を考
えるとともに、校務分掌ももっと精選ができるかどうか検討
していく。
・やりたいことはたくさんある中で“削る”という判断も必要。
・ＰＴＡ代表として、学校の困りごとは、広く保護者に伝えて、
情報共有していきたい。

≪オブザーバーの皆様です≫

学校長より
教職員を交えての“熟議”は大変有意義な時間となりました。

「働き方改革」という言葉を聞くと、まだまだ勤務時間の短縮
など、“時間”のことばかりに注目されがちですが、「働き方
改革」は「働きがい改革」というよいイメージをもってほしい
です。

印象的だったことは、テレビ番組制作に携わっている栗原委
員のお言葉でした。「テレビは放映日時が決まっている。そこ
までに間に合わせなければいけない。」と。それを聞いて、前
年度６年生のキャリア教育では、髙橋委員が「出版のための原
稿も、絶対に期日厳守である。」と語られていたことを思い出
しました。

様々な方からいただいたご意見を、教員一人ひとり
が自分の頭で考えて、「自分はこうしよう！」という
答えを出してくれることを願っています。

私は管理職として、教職員が働きやすい環境を維持し、その
ことが舟渡小の児童に還元できるよう、今回いただいたご意見
をもとに次の“よい改革”へと実行に移して参ります。


